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Project/Area Number 14026016
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Research Abstract 慢性ウイルス肝炎からの肝発癌を制御する標的分⼦を同定することを⽬的に、発癌に関連することが予想される細胞死シグナルのなかでFas/Fasリガンド(FasL)
を介する径路に注⽬して検討した。同時に、新たな標的分⼦の侯補をスクリーニングした。肝発癌モデルは、B型肝炎ウイルス(HBV)トランスジェニックマウス
にウイルス抗原特異的な免疫反応を誘導することによって、慢性肝炎、肝細胞癌(肝癌)を発症する実験系を確⽴している。 
1.肝炎の経過中に、FasLの中和抗体を投与すると、肝炎のピークは1/3に軽快した。また、免疫組織学的検討において肝細胞のアポトーシス、再⽣増殖が低下し
ており、肝癌の発⽣は対照群の100%に⽐べて13%(P<0.0001)と著明に減少した。これより、慢性肝炎において、FasLを介する肝細胞死シグナルを制御する
ことによって、肝発癌が抑⽌される可能性が⽰唆された。 
2.発癌過程における遺伝⼦発現パターンの変化をディファレンシャルディスプレイ(DD)法を⽤いて検討したところ、前癌状態で発現が増加していた遺伝⼦は、
機能が未知なものが6種類、既知遺伝⼦が19種類であった。⼀⽅、減少していたものは既知遺伝⼦が19種類認められた。
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